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学長インタビュー

　

本
誌　

一
橋
大
学
は
一
四
〇
年
ち
か
い

歴
史
と
伝
統
を
有
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

山
内　

本
学
の
起
源
は
一
八
七
五
年
に

後
の
初
代
文
部
大
臣
、
森
有
礼
が
私
塾
と

し
て
商
法
講
習
所
を
銀
座
尾
張
町
に
開
設

し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
勝
海
舟
や
渋

沢
栄
一
も
開
設
に
賛
同
し
た
商
法
講
習
所

は
そ
の
後
、
東
京
商
業
学
校
と
な
っ
て
一

八
八
五
年
に
神
田
一
ツ
橋
に
移
転
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
東
京
商
業
学
校
は
高
等
商

業
学
校
、
東
京
高
等
商
業
学
校
と
な
り
、

商
業
活
動
に
関
わ
る
日
本
の
実
学
教
育
の

重
要
な
担
い
手
に
成
長
、
東
京
高
等
商
業

学
校
は
一
九
二
〇
年
に
大
学
に
昇
格
し
、

東
京
商
科
大
学
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
東
京
商
科
大
学
は
一
九
四
九
年

に
名
称
を
一
橋
大
学
に
変
更
、
一
九
五
一

年
に
は
商
学
部
、
経
済
学
部
、
法
学
部
、

社
会
学
部
の
四
学
部
体
制
を
整
え
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
一
九
五
三

年
に
は
各
学
部
の
上
に
四
研
究
科
か
ら
な

る
大
学
院
が
設
置
さ
れ
、
一
九
九
六
年
に

言
語
社
会
研
究
科
、
一
九
九
八
年
に
国
際

企
業
戦
略
研
究
科
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
は
法
学
研

究
科
の
下
に
法
科
大
学
院
、
二
〇
〇
五
年

か
ら
は
国
際
・
公
共
政
策
大
学
院
が
ス
タ

ー
ト
し
て
お
り
、
現
在
の
本
学
は
学
部
生

が
四
四
四
四
人
、
大
学
院
生
が
二
〇
〇
六

人
、
合
計
六
四
五
〇
人
の
学
生
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。

商
社
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
に
多
数
の
人
材
を
輩
出

　

本
誌　

学
長
就
任
時
に
一
橋
大
学
の
養

成
す
る
人
材
の
イ
メ
ー
ジ
を
﹁
ス
マ
ー
ト

で
強
靭
な
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
﹂
と
し

ま
し
た
が
。

　

山
内　

私
は
、
学
長
に
な
っ
て
か
ら
、

﹁
ス
マ
ー
ト
で
強
靭
な
グ
ロ
ー
バ
ル
一
橋
﹂

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
と
い
う
言
葉
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ジ

ョ
セ
フ
・
ナ
イ
教
授
が
ス
マ
ー
ト
パ
ワ
ー

と
い
う
概
念
を
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
巧
み

な
融
合
と
し
て
提
唱
し
た
の
と
同
じ
よ
う

な
意
味
で
使
っ
て
い
ま
す
。
私
が
、
こ
の

言
葉
に
託
し
た
の
は
、
質
の
高
さ
と
国
際

性
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
本
学
は
前
身
の
東

京
商
科
大
学
時
代
か
ら
産
業
界
の
リ
ー
ダ

ー
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
と
し
て

き
て
お
り
、
商
社
を
は
じ
め
、
世
界
的
に

活
動
す
る
企
業
に
多
数
の
人
材
を
輩
出
、

そ
の
ト
ッ
プ
に
も
本
学
出
身
者
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
強
靭
さ
を
加
え
た
の
は
ス
マ
ー

ト
だ
け
で
は
線
が
細
い
と
の
誤
解
を
受
け

か
ね
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
、
リ
ー
ダ
ー

た
る
者
は
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
い

て
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
、
自
分
の
考

え
を
実
行
す
る
精
神
力
が
必
要
で
す
。
賢

く
て
恰
好
い
い
、
そ
し
て
強
い
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
誌　

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
核
と
な
る

の
が
一
橋
大
学
伝
統
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
な

の
で
す
ね
。

　

山
内　

一
橋
大
学
の
精
神
的
な
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
の
が
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
で
、
こ
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
も
と
に
な

る
リ
バ
テ
ィ
ー
と
い
う
言
葉
に
は
、
他
者

の
許
可
や
拘
束
な
し
に
、
能
動
的
に
自
分

た
ち
な
り
に
工
夫
し
て
自
由
に
や
っ
て
み

る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
在
野
の
精
神
と
も
い
え
ま
す
が
、

何
事
も
国
や
政
府
な
ど
に
頼
ら
ず
、
民
間

で
互
い
に
個
を
尊
重
し
な
が
ら
力
を
合
わ

せ
て
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
、
態

度
を
表
し
て
い
ま
す
。
経
済
を
大
事
に
し

て
き
た
本
学
に
と
っ
て
は
、
政
治
的
よ
り

は
経
済
的
意
味
合
い
が
強
い
自
由
主
義
で

す
。

　

本
誌　

一
橋
大
学
の
卒
業
生
に
は
グ
ロ

ー
バ
ル
に
活
躍
し
て
い
る
経
済
人
が
多
い

で
す
ね
。

　

山
内　

本
学
で
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
並
ん

で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
﹁
キ
ャ
プ
テ

ン
ズ
・
オ
ブ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
﹂
と
い

う
標
語
で
、
こ
れ
は
﹁
産
業
界
に
お
い
て

一橋大学長　山内　進氏

スマートで強靭なグロ
ーバルリーダーを養成
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山内進（やまうち・すすむ）氏

1949年生まれ、北海道小樽市出身。1972年・
一橋大学法学部卒業。1974年・一橋大学大
学院法学研究科修士課程修了。1977年・一
橋大学大学院法学研究科博士課程単位取得
退学（1987年・一橋大学法学博士）。同年・
成城大学法学部助手。1978年・同専任講師。
1981年・同助教授。1988年・同教授、1990
年・一橋大学法学部、大学院法学研究科教
授。2004年・同大学院法学研究科長、法学
部長。2006年・一橋大学副学長。2010年・
一橋大学学長に就任。著書に﹁掠奪の法観
念史﹂﹁決闘裁判 　 ヨーロッパ法精神の
原風景﹂﹁北の十字軍﹂など。
学部／商学部、経済学部、法学部、社会学
部　学生数（研究科を含む）／6,450人（2011
年５月１日現在）。

キ
ャ
プ
テ
ン
た
ら
ん
﹂
と
い
う
目
標
を
表

し
た
も
の
で
す
。
本
学
創
設
以
来
の
使
命

は
国
際
的
に
通
用
す
る
産
業
界
の
リ
ー
ダ

ー
た
り
得
る
人
材
の
育
成
で
、
商
法
講
習

所
の
時
代
か
ら
単
に
商
い
を
身
に
付
け
る

だ
け
で
は
な
く
、
騎
士
道
精
神
を
も
兼
ね

備
え
た
実
業
人
の
育
成
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。
ス
マ
ー
ト
な
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ

ー
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
理
知
で
あ
る
と

と
も
に
強
い
精
神
力
を
持
ち
、
広
い
視
野

で
問
題
を
発
見
、
そ
の
問
題
を
解
決
し
て

い
く
実
行
力
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
誌　

教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
推
進

し
、
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い

ま
す
ね
。

　

山
内　

海
外
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
は
二
〇
一
一
年
一
一
月
現
在
、

五
〇
を
超
え
る
国
々
か
ら
六
五
〇
人
を
上

回
る
留
学
生
が
在
籍
し
て
お
り
、
こ
れ
は

全
学
生
の
約
一
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
留
学
生
の
派
遣
に
つ
い
て
も
、
二

〇
一
二
年
度
は
七
一
人
の
学
生
が
奨
学
金

を
得
て
、
海
外
の
大
学
に
長
期
留
学
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
米
国
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
や
中
国
の
北
京
大
学
な
ど
へ
の
語
学

研
修
を
中
心
と
し
た
短
期
留
学
も
行
っ
て

お
り
、
将
来
的
に
は
す
べ
て
の
学
生
が
在

学
中
に
海
外
で
修
学
す
る
機
会
を
持
つ
よ

う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
研
究
活
動

で
も
一
〇
〇
を
超
え
る
海
外
の
大
学
あ
る

い
は
研
究
機
関
と
学
術
交
流
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。

　

本
誌　

一
橋
大
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
制
度

は
留
学
生
に
も
好
評
で
す
ね
。

　

山
内　

本
学
で
は
、
伝
統
で
あ
る
少
人

数
教
育
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
制
度
と
世
界
水
準

レ
ベ
ル
の
講
義
を
軸
と
し
て
、
学
生
の
基

礎
学
力
を
高
い
水
準
で
確
保
す
る
教
育
を

実
践
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
本
学
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
は
、
問
題
の
発
見
能
力
や
そ
の
解

決
能
力
、
討
論
力
、
説
得
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
が
知
ら
ず
知
ら
ず

に
身
に
付
く
と
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
仲
間
は
生
涯

の
友
達
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
も
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

日
本
の
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

譬
え
ら
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
　

　

本
誌　

経
済
界
な
ど
か
ら
大
学
は
も
っ

と
教
養
教
育
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
あ
り
ま
す
が
。

　

山
内　

企
業
の
ト
ッ
プ
に
の
ぼ
り
つ
め

た
人
な
ど
が
、
海
外
で
自
ら
の
教
養
の
な

さ
を
痛
感
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
そ
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
充
実
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
教
養

は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
、
経
験
を
経
て
身
に

付
く
も
の
で
、
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
つ
ま
り

環
境
を
作
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
深
い
緑
に
蔽
わ

れ
た
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
国
立

市
、
小
平
市
）
と
、
そ
れ
に
溶
け
込
む
よ

う
に
佇
む
建
物
群
は
日
本
の
中
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
譬
え
ら
れ
て
お
り
、
本
学
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
ス
マ
ー
ト
と
い
う
言
葉
に
、
こ
の

美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
ピ
ー
ル
も
込
め

て
い
ま
す
。
今
後
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境

を
一
層
整
え
、
世
界
中
の
人
と
情
報
が
集

い
、
理
性
と
感
性
が
共
鳴
し
合
う
、
ア
ジ

ア
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
魅
力
的
な
大
学
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。


